
区分 開講番号 開設科目名
単位
数

開講学期 曜限 授業形態 対象学年 分野 水準 定員
隔年
開講

備
考

A 241G1017 ロシア語圏グローバル理解 1 1 第1ターム 水2 講義 主に1年次 71 03 60
A 242G1018 ロシア語圏グローバル理解 1 1 第2ターム 水2 講義 主に1年次 71 03 60
A 240G1542 ロシア語エッセンシャル A 2 第3,4ターム 火3,水3 演習 主に1年次 71 03 25
A 244G1543 ロシア語エッセンシャル B 1 第4ターム 他 演習 主に1年次 71 03 25
A 241G1098 ロシア語スタンダード IA 1.5 第1ターム 火2,水2,金2 演習 主に1年次 71 03 25
A 242G1099 ロシア語スタンダード IB 1.5 第2ターム 火2,水2,金2 演習 主に1年次 71 03 25
A 240G1541 ロシア語スタンダード II 3 第3,4ターム 火2,水2,金2 演習 主に1年次 71 03 25

A 241G1096 ロシア語インテンシブ IA 2 第1ターム
月2,火2,
木2,金2

演習 主に1年次 71 03 25

A 242G1097 ロシア語インテンシブ IB 2 第2ターム
月2,火2,
木2,金2

演習 主に1年次 71 03 25

A 240G1540 ロシア語インテンシブ II 4 第3,4ターム
月2,火2,
木2,金2

演習 主に1年次 71 03 25

B 240G1100 コミュニケーション・ロシア語Ａ 2 第1,2ターム 水3 演習 2年次以上 71 03 15
B 240G1101 コミュニケーション・ロシア語Ｂ 2 第1,2ターム 木3 演習 2年次以上 71 03 15
B 240G1544 コミュニケーション・ロシア語Ｃ 2 第3,4ターム 木3 演習 2年次以上 71 03 15
B 240H3022 ロシア言語文化基礎演習Ａ 2 第1,2ターム 木2 演習 2年次以上 29 13 20
B ロシア言語文化基礎演習Ｂ 2年次以上
C ロシア言語文化概説Ａ 2年次以上
C 240H2089 ロシア言語文化概説Ｂ 2 集中 他 講義 2年次以上 30 03 20
C 244E6063 ロシア経済論 2 第4ターム 月3,木3 講義 2年次以上 36,33 04 150
C 243E6064 比較経済体制論 2 第3ターム 月3,木3 講義 2年次以上 36 04 150
C 240G7523 文学Ｄ 2 第3,4ターム 水4 講義 29 03 150
D 240G1102 ロシア語セミナーＡ 2 第1,2ターム 水2 演習 3年次以上 71 04 15
D 240G1545 ロシア語セミナーＢ 2 第3,4ターム 水4 演習 3年次以上 71 04 15

D 240H5104 ロシア言語文化演習 2 第1,2ターム 火4 演習
3年次以上、
複数開講、
重複履修可

29,30 14 20

D 240H5105 ロシア言語文化演習 2 第1,2ターム 金3 演習
3年次以上、
複数開講、
重複履修可

29,30 14 20

D 240H5106 ロシア言語文化演習 2 第3,4ターム 火4 演習
3年次以上、
複数開講、
重複履修可

29,30 14 20

D 240H5107 ロシア言語文化演習 2 第3,4ターム 金3 演習
3年次以上、
複数開講、
重複履修可

29,30 14 20

E ロシア文芸論 3年次以上
E ロシア言語文化論A 3年次以上
E 240H4066 ロシア言語文化論Ｂ 2 集中 他 講義 3年次以上 29 04 40
E 240H4067 ロシア言語文化論Ｃ 2 第1,2ターム 月5 講義 3年次以上 30 04 40

※1　対象学年はシラバス「聴講指定等」も参照してください。　※2　定員等の関係で履修できない科目もあります。

プログラム
名　　　称

ロシア語、およびロシア語〈発展〉

修了要件

【ロシア語】
次の条件を全て満たしていること。
・区分Aから4単位以上、区分Bから4単位以上、合計12単位以上を修得していること。区分D, Eの科目は対象と
なりません。
・学位プログラムが決定していること。
・修了申請の際、学位プログラムが言語文化学プログラムの学生、および創生学部において「言語文化学領域
学修科目パッケージ」を選択している学生は、本マイナー・プログラム代表教員に了承を得ること。

【ロシア語〈発展〉】
次の条件を全て満たしていること。
・マイナー・プログラム「ロシア語」を修了していること。
・区分Dから4単位以上、区分Eから2単位以上を含む合計12単位以上を修得していること。区分Aの科目は対象
となりません。なお、区分B,Cの科目のうち、マイナー・プログラム「ロシア語」の修了要件として申請した
科目を「ロシア語〈発展〉」に重複して申請することはできません。

その他
特記事項

経済科学部生で学際日本学プログラムまたは地域リーダープログラムを専攻しようとするもの、及び専攻する
ものは教育基盤機構アカデミック・アドバイザー等に相談をすること。

・マイナー・プログラム「ロシア語」を履修登録し、区分A,B,Cの科目を履修し、ロシア語の学びを進めてく
ださい。
・さらに学びを深めたい学生は、マイナー・プログラム「ロシア語〈発展〉」を履修登録し、区分B, C, D, E
の科目を履修してください。なお、「ロシア語」を修了する前でも、区分D, Eの科目を履修することができま
す。

概　　要

ロシア語とロシア語圏の文化・社会に関するプログラムです。

【ロシア語】
初級～中級のロシア語運用能力（ロシア語検定では3級、ヨーロッパ言語共通参照枠CEFRではA2程度）を目指
します。1年次にロシア語を履修していれば2年次以降に科目をいくつか追加するだけで修了できますし、2年
次以降にゼロから始めることも可能です。

【ロシア語〈発展〉】
中級～上級のロシア語運用能力（ロシア語検定では2級受験程度、ヨーロッパ言語共通参照枠CEFRではB1程
度）を目指します。

履修資格

【ロシア語】
人文学部において言語文化学プログラムを希望する学生、および創生学部において「言語文化学領域学修科目
パッケージ」を希望する学生は、履修に関して本マイナー・プログラム代表教員に事前に相談すること。

【ロシア語〈発展〉】
マイナー・プログラム「ロシア語」を修了、または履修中であること。


